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研究成果の概要（和文）：環境経営指標のマネジメントシステムへの統合の問題に対して，本研究課題では環境
管理会計手法の多様性および共存の問題，また環境管理システムのアカウンタビリティの問題から検討を行って
きた。前者に対しては，既存のマネジメントケーパビリティと，戦略的な環境管理手法の補完性を明らかにする
とともに，後者に対しては自然資本とフルコスト会計の理論的整合性のモデル化を行ってきた。

研究成果の概要（英文）：For the issue of integration of environmental management indicators into 
management systems, this research project explore (1)complements and substitutes of environmental 
control practices and (2)accountability systems in environmental management. In this research 
project, I analyzed the complimentary effects of management capabilities on an adoption of strategic
 environmental management tools and constructed the theoretical model for natural capitals and 
full-cost accounting systems.

研究分野： 環境マネジメント
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１．研究開始当初の背景 
 環境経営が抱える課題として「環境管理活
動」と「組織の経営活動」がリンクしていな
いことが挙げられる。工学分野や経営学分野
で環境管理のためのさまざまな評価手法が
開発されてきたが，多くは法令遵守やリスク
管理の一環として行われ，経営の本業に関係
しない範囲内のみで環境管理活動は取り組
まれてきた。 
 このような課題を解決する方策のひとつ
が環境管理会計手法の導入である。ただほと
んどの先行研究では，環境管理会計の利用可
能性についてマテリアルフローコスト会計
(MFCA)やサステナビリティ・バランスト・
スコアカード(SBSC)などの個別の手法単位
で分析されてきた。しかしながら環境管理体
制に関する国際間比較研究でも示されてい
るように，規模・業種・所在地に関わらず企
業は複数の環境管理手法を採用し，併用して
いる。サスティナブルマネジメントにおいて
会計手法が果たす役割について実践的な理
解の重要性が指摘されているように，環境管
理会計の役割についても計算技術的な研究
だけでなく組織レベルで問題を明らかにす
る必要がある。 
 このように組織実践の文脈のなかで環境
管理会計の役割を明らかにする必要がある
という問題意識は，応募者のこれまでの研究
成果にも反映されている。MFCA の管理可能
性の問題の研究では，MFCA を導入すること
で顕在化する環境管理の枠組みと企業経営
の枠組みとの間に生じる齟齬の問題につい
て，責任の体系や組織の関係性が調整するこ
とで，ロス情報が経営意思決定に反映される
ことを明らかにした。一方で，環境経営管理
手法が組織の経営側面と結びつけばつくほ
ど(coupling)，他の環境管理手法との結びつ
きが弱くなり (loosely coupling)，連携がと
れなくなることも明らかとなった。 
 こうした状況を踏まえ，環境アカウンタビ
リティの構築プロセスへの分析を通じて既
存研究を補完するとともに，これまで経験的
な議論をもとに「環境管理活動」と「組織の
経営活動」の関係について組織実践的なモデ
ルを示す必要があるというのが本研究の問
題意識である。 
 
２．研究の目的 
本研究計画では，企業が環境経営指標をマネ
ジメントコントロールシステムに関係づけ
るプロセスを明らかにすることを目的とし
ている。また経験的な研究と同時に，バラン
スト・スコアカード(BSC)を環境マネジメン
トの利用のために拡張するために「環境の視
点」が他の経営管理指標とどのようにむすび
つくのか，因果モデルの構築を試みる。 
このときとくに次の 2つの側面から問題にア
プローチしている。第一に複数の環境管理手
法が組織でどのように共存し，どのように経
営活動との間に関係性を構築しているのか，

第二に外部と内部での環境アカウンタビリ
ティの連続性，整合性の側面である。 
 
３．研究の方法 
（１）環境経営指標に関するアカウンタビリ
ティ体制の構築に関する研究 
 初年度は4か年の計画のベースとなる事例
研究として，申請者が 2009 年より研究協力
を得ているサンデン株式会社における MFCA
および自然資本への取り組みについて調査
を行う。 
 
① 経営者レベルでの MFCA の利用情報 
サンデンでの MFCA の全社展開の事例研究を
発展させ，経営者が全社的なレベルで資源生
産性マネジメントをし，戦略的な意思決定を
行うさいに必要となる情報の特性，報告形式，
利用形式について明らかにする。 
 
② 自然資本の組織マネジメントへの影響
に関する研究 
統合報告のフレームワークでは，従来は困難
とされてきた生態系サービスや生物多様性
を定量化し，価値を評価，加算することが要
求されている。本研究計画では外部報告を通
じた指標化の要請が組織マネジメントにど
のように影響をおよぼすのかについて明ら
かにする。 
 
③ 計算とアカウンタビリティの関係につ
いての Latourian 的な解釈モデル 
①や②の事例研究では，環境が計算を通じて
問題化されるプロセスを解釈する視点が必
要となる。申請者が Latourian 会計学の知見
を踏まえたうえで提示してきた分析視角を
発展させ，アカウンタビリティを規定する計
算の役割についての分析視角を構築する。 
 
（２）環境経営指標の一貫性に関する研究 
複数の環境管理手法間で算出される管理指
標の一貫性，および環境経営目標(外部向け)
と環境経営管理指標(内部向け)との間の一
貫性について質問票に基づいて実態調査を
行う。また回答企業のうち特徴的な傾向のあ
る企業は個別にヒアリング調査によってフ
ォローアップを行う。 
 
（３）SBSC における「環境の視点」に関する
因果モデル構築研究 
 
① 環境経営戦略の構築プロセスに関する
事例分析 
 申請者が神戸大学の國部克彦教授，FMIC の
下垣彰コンサルタントとともに行ってきた
コニカ・ミノルタ，クボタ，積水ハウスを対
象にした環境の視点を経営戦略に組み込む
プロセスについての予備的調査を継続し，環
境経営戦略の構築プロセスについて分析を
行う。 
 



②BSC における「環境の視点」の因果モデル
の構築 
 これまでの予備的な調査で，BSC を通じて
環境の視点を戦略実行のためのマネジメン
トシステムに組み込むプロセスでは，環境活
動と経営活動との間の因果モデルを整理す
る必要があることが示唆された。ただし因果
モデルの構築のためには上記であげている
ような環境管理指標とアカウンタビリティ
の関係，外部と内部でのアカウンタビリティ
の連続性および整合性について明らかにす
る必要がある。そのため（１），（２）の研究
および①の調査を踏まえたうえで，「環境の
視点」と経営活動との間の因果モデル構築す
る。 
 
４．研究成果 
（１）MFCA のマネジメントにおけるマネジメ
ントコントロールシステムの設計について 
 まず，研究方法の（１）環境経営指標に関
するアカウンタビリティ体制の構築に関す
る研究に対応する成果として，サンデンの
MFCA の事例を通じて組織内のマネジメント
コントロールシステムのなかでのアカウン
タビリティにおけるコミュニケーションモ
ードの多様性の結果，イノベーションを構築
するように管理システムが設計されている
ことを事例を通じて指摘した。 
 MFCA は，一方で資源生産性の向上を求める
ため効率性を求めるためのマネジメントシ
ステムの設計が必要になるとともに，他方で
既存のマネジメントシステムと異なる効率
性の概念を導入することで大幅な資源効率
を実現しようとするものであるため，従来の
効率性を重視するマネジメントの設計との
間に齟齬が生じうるものであった。 
 サンデンの事例ではこの課題に対して，コ
ミュニケーションモードの多様性以外にも，
参加するメンバーの多様性を通じて，効率性
とイノベーティブネスを両立するためのマ
ネジメントコントロールシステムの設計を
実現していた。 
 
（２）外部情報開示と内部のマネジメントシ
ステムとの関係性 
 次に（２）環境経営指標の一貫性に関する
研究に対応するものとして，内外のアカウン
タビリティの連携についての調査に関する
ものとなる。当初は，共同研究で実施してい
た質問票調査のデータの分析の利用を想定
していたが，データの問題もあり期待された
分析が実施できなかったため，ライフサイク
ルアセスメントおよび環境ライフサイクル
コスティングに関連する理論的な考察を中
心に研究アプローチを一部修正した。 
 昨年，自然資本連合が自然資本の利用に関
する包括的なガイドラインを発行するなど，
当該分野でのマネジメントモデルの構築の
必要性が高まっている。研究代表者である北
田が委員を務める ISO14007 のなかでもコス

ト概念の整備について議論が展開されてき
ている。 
 本研究計画では，これらの近年の自然資本
の動向を踏まえたうえで，次に続く研究方法
（３）であげた因果モデルの構築を補完する
かたちで内外のアカウンタビリティに関す
る概念モデルを構築している。 
 
（３）環境マネジメント指標のモデル化につ
いて 
 最後に，（３）SBSC における「環境の視点」
に関する因果モデル構築研究に対応する研
究成果として，上記の研究を踏まえたうえで，
また複数の企業へのヒアリング調査の結果
を踏まえ，環境マネジメント指標のモデル化
を試みている。 
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